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銑テヲトプノ坑シ就十 盛盛｜
ハ中Z産ア。一道総中五 銑銑 ｜

上銑スリ責部及ユ六度 七卯
一前 Jレ鎖＝上合ノ延 年酉

坑中コ後錬露二シ脈長 鉱銑

セ
ノ銑ト者ハ出坑テ最七 南正
西 1、アハ常ス道ーモ百 盛徳

北稿リ末＝ ノ僚優二 銑銑
部シ 蹟之鏑ーノ勢十 ノ昭
＝テ特銑ヲ服部鏑＝米 十和
於稼ュ三件ハュ服シ＝ 八i銑
テ行末ノフ多現グテシ 鏑新

粘セ底下モ量ハラ共テ 脹盛！



一脈稿生ハ ーー I/ 亜 十 肱 ノ 一 土一
友 一 一 ゼー シ 下鉛五 Dll 石 斑米大化
一 ア ア v 種 フ・ 部鎖糎酉 ト 銅 三ド盛セ一
ノ p、 一 .L ノ 脹 一 及乃銑 ヱ‘／ 鎖 ー 批 Jレ
脈鏑括 Jレ 断石 降方至 ア ヲ 三、／ 凝
ノ 質 －せ モ居 ト Jレ 鉛二 ノ、 ノ、 産 テ ノ、 友
女日 ーー フ 五脈 ユーノ ユ鏡米走 多 ス鏑走岩
グ 於ル 乃 一 ア 従ヲ十向 量 服向＝
事「 ア 、 至 色〆 ノ、 フー 合七北 ノ 鎖 J，、 北合
期 司と 鰻 九 ア 多 其 J.. 保七 石 脈＋六 三〆
ノ 多 脹 ノ 甫量 量 司と ノ 十 英 ノ、 四 十脈
司云 少 .:::. 脈北 ノ ヲ ノ 鏑二 ヲ一保プ 度勢
ノ ノ ノ、 ノ、 ＝ュ 石 i成； 一 脈度

伴フ 般ー リ白 東傾 衰へノ、 相新却走英 ズ 三ノ ヲ 乃
之逮奮 / レ ヲ Jレ テ 有至 賞。斜遂
.:::. ア 雨六 Jレ 合 ト 京E シー九 鶴 一南 一
富 1) 期。 月 ノ占、 、、、 共－ 一 二十 鏑 ノ 東尖

鉱月 鏑 一 及度 服七減.L ノ ーー ヲ． ー一
ノ占、 生 ノ 鉱石 責ノ九東傾 合最十 ・セ
及、成六 ノ 司云 鶴脹ノ i‘ 弓云 五 ユ〆
七 ーー ーー ノ占、 亦鏑 一 眠詩 ::r 大度 ト
ノ 係依 下 塊及著最北 ト 』ー 乃 ス
脈 Jレ テ 交 ;Ilk 責 1‘ ノ 弓云 七 少十 シ至 Jレ
ノ 司告 切叉撤銅 優十 ヲ－ テ i¥ ＝ユ
如 ノ 断 乙〆 密鎖然勢五 グ 末十至
グ ア セ卯 一 等 I/ ナ 度 合康度 Jレ
奮ル フ 酉 芯‘〆 ヲ ド り 乃
期 ヲ Jレ銑 テ 増

。
至 高ノ司云

ノ 会日 ノ 緊加共本八 シ． 六
司E Jレ 自H 一密 ス 産山 十 ーー。 。
ノ チ及 ナ 出 ノ 五 主合
ノ、 而均二 Jレ 母 ハ鏑度 トス

閃 シ シ ノ ヲ 岩鏑脹延！ y lレ

亜 テ グ 脈特 ノ、 脈 中 長 テ附
A 

鉛是卯 ノ、 徴主 ノ 最三
頁近幅寸イ

鏑等国之 ト 上． 司云 百 岩品

ーー 新鋭＝スシ部多米肱 中 テ 五！
乏奮 ナ喰 テ＝量 =- ハ糎；
ヱ‘ノ ノ Jレ連本頁限ノ幅！ 産 多乃
グ、雨 名 ヲ 銑 ：：~ フ 閃 一 Z‘ 〆 量至（一
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グトシ十 ナ十 ＝同方 岩連レ

組ヲテ五六シ度新相模八昭ト績モ
業主合服糎月 東盛営ナ十和ノセ走
トム石乃銑鯖傾銑スリ度銑接ザ向
ナ ト至況耕 yレ 内 燭 Jレ及
レ鑓シーハハ甫ハモー外ハ面モ傾
Jレ脹テ米走末五石ノ乃＝昭＝脹斜
モ中多十向庚十切、至傾和匹幅ノ

ノ石量四南銑度津知十斜立胎比不
ハ英ノ僚北ト乃匪シノス入セ較定
曾＝線ノ乃殆至新．服 ュラ的ナ

テ富泥蹟至シ九盛 ハ延現レ康 Jレ
金ミ石服北ド十立 正長ハ母グ多
鎖続．ヲヲ三同度入 徳三 Jレ岩泊敷
ト泥有有十三F 廷＝ 鉱百、ハ長ノ
シ石シス度グ長現 ト米ヂ著極鋪
テヲ此．東張百ハ 同脈六シメ依

盛混中就傾ラ八ル ー幅僚キテョ
＝ジ＝中斜グ十、 脹十ノ桂甚リ

採テ黄六西末米十 ＝二鏑化グナ
掘梢錨ノ七庚脈四 シ糎脹：作シ習
セ青鎖脈十銑幅依 テ乃ョ用キ多
ラ色ノヲ五ノ十ノ 夫至リヲヲグ
レヲ孤最度銑五鏑 レ六ーナ受特ノ

グ呈晶大乃先糎脈 以米リグ徴中
リストト至若乃ヨ 上鎖走 ト石
Jレ拍ス八グ至リ ノ脹向 スヲ
本部赤 十ハ四ナ 号ノ北 挟
鏑分味母五分十リ ノ不八 鏑ミ
脹ハヲ岩度服五走 ハ規十 脹網
ハ合帯ハ延ナ糎向 奥則度 ハ欣
合金ピ概長 Jレュ北 銑ナ東 頁脹

金高グネーペシ五 若ル＝ 岩＝
高グ Jレ頁百シテ十 グコシ 叉類
キ殊塊岩ト六．脈度 ハトテ ハジ

ヨ＝欣及十 幅西 本ハ主 頁走
ト地ノ援米 蹴乃 銑正ト 岩向
ユ表黄友脈 キ至 ノ徳ジ ト z

於＝錦岩幅 モ北 銑銑テ 安長

｜テ近鏑＝二 ノ三 先ト北 山グ

。



4・”

主算乃 時鏡脈 4じ ル角 及 一 会
ト ，、、 至本 ==- ーー ヨ 寓 セ 矯壁七米奥 山
ス ／占、 四 銑 重富 リ 歳 唖 メ妹ノ宇銑随

目回日 銑
． 
酸ヲ脈七ルノ米本

、、、 ナ 一
モ脹 J、 石殊 Jレ 向イじ基 ノ 僚 J円、 ナ

通 鎖走 ヲ
． 
二帯 西．ノ 走ヲ ==- ~·、 ス 9 

洞主 山 向 産南五走及茜ル部鎖 向
． 

ノ 脹 ノ ;ft ス 部 ノ 向 四 グ コ ==- 服北
東 ト 鏡七 バノ ==- 脈甫 ノ 深 干 露 ヨ 一
官五 ス 脹十 コ テ 最北 脈 グ 多 ノ、 1J 十

及 Jレ 中 度 ト ，、 司云
＝＝ー ノ 上 グ Jレ ナ 度

下モ最乃 ア殆優 近上 一特 、 リ 乃

一通モ至 1J ユ〆 勢。 グ 部坑 ーー ノ 四 至

坑洞長九 f ==- 西 ＝＝』 道三 、、、 ノ 七

道地 キ 十 責 ミ／ 方 ノ、 ノ ノ ナ 眠十
2ユ 並 •€:- 度 鍛 テ / 、 相如脹リ最度
τr .＝回 ノ

東傾
鎖幅 十多 キ ード

，，、 ア 一ー ノ 一 度 量 ノ、 一鱗優モ東傾

安合 ヱ－ノ ゑ干 、、、 米 ＝＝ー ノ 金坑脹勢斜

山 三‘y フ・ ;ft ト ーー 傾 閃 部道 ，、 ナ ;ft 
岩テ 傾五 ナ 連斜豆褐 ーー 寅 リ 西。
設ー斜十 レ ス ス 鉛鍛著鎖 七

法 眼
． 

1 鎖鎌 シ鎖母十司と 五

’ ． ス ト 亦度 母延 及 化 ヲ 岩度． 
饗 乃 脹岩 長！：方 斯合 乃ナ p‘ , ノ、

｜鏑 Jヒ化至 石 ノ、 三！鉛六 グ ム 頁至

頁 百鏑及
． 
岩八脈 少七 ノ、 ノ

ハ母 ナ 十 石岩米脈 ヲ七如 叉及十

屡岩 シ 五 英及 合ノグ 断援度

幅k 上ハ 通度延
ヲ 凝 幅 Jム眼鏡唐次延

主友 十 ーー 服 ==- 岩長

著部洞 長 ト 岩糎 テ ノ 依 ヲ 一
三〆坑 以 千 ユー／ ーー 乃 ノ、 著 リ 主百
グ 道上 一一 綾 三‘／ 至 子． 手〆 テ

シト 米脹一
埼 ＝＝ー ーー 十 泥 テ 一 一 グ 切一
大 テ テ 米 石 鏑米 坑破断安幅
シハハ脹 ヨ畠． 服 五、 道砕 ・セ 山 十

テ頁八1幅 乏 ~、 t条 ー司P セ ラ 岩糎

且岩僚十。 シ黄 ノ 7• ・ フ I/ J、 乃
ツ ヲ ヲ 糎 ！ グ、銭 鎖 酸 )1ノ フ・ ノ占、 至



乃 シ 部糎 ムチバヲ、 ーー 糎 宮 セ 、、、 コ・ 多
至 示テ ー 乃大 叉 シ乃軍 鎖 ラ ト J、 量、 。
八久 赤 於 至 黒 賠 且豆本 帯 l/ ナ 且首弘・ ノ

十銑 鍛 テ ｝巴銑以 ツ ニ樋 ヲ グ Jレ テ斑

度 餓 ハ 米 西本米脈 銑 存 Jレ 金銅

延ハ及 頁牛通 ハ ＝ 銑 三‘ノ 司告 以 鏑鱗
長永黄岩 走 テ :. 数 J，、 グ ノ J二 ヲ ヲ
百 久鍛 ナ 洞 向 ハ比八 走 Jレ ノ、 ノ 採合
八立 鏑 Jレ 以北本 三〆 ア 向 司云 本外掘 、、、

十 入 ー』 .'£:- 上六 枇 黄 ；ii 北 ノ 鉱 多 －セ μ口日

米 ー 富 泊 ー 十 ノ 鍛 モJ 一 、 J占 、 少 リ 位一
脈 露 ム洞 ア 度 殻鏑現 十 主日 ノ ノ ト 高
。冨 ノ、 以 ハ l 乃 達 ーー 在度 シ 東 赤 :z;;; グ
ノ、 Jレ 下 四：至 ヲ 富 ノ、 乃 端鎖 フ J二． 
十 、． ノ、 保 七 見 J.. 会至 ー 鯖 古都. 
一 司云 安 ノ：十 ズ グ 相 ヲ 脈 ーー一 ． 一
糎 ノ 山 鏑i五 五 採十 営合 石 テ
ヨ

＝＝‘ 岩 眠度 本 掘 度 ス 、、、 ，、 ノ、

11 る‘ノ ーー ヨ束 樋 セ
東傾
ル殊 石 自

一一 テ 圭〆 11 傾 銑 ラ 売と ーー 英 然一
米 走 テ ナ 耕 八 1ノ ま品 ノ

下及干銅し
ノ，向 走 Jレ北 ノ 輩 西 一 一 繰
問 北 向 司云 西 脈 シ ノ中、 まノ ．坑泥 雀

一 一一 ー 通 六 ノ、 グ 十 テ 道石 石一
費 十 沿洞 十 ー共 リ度 全 ーー ー 等
化 度 ヒ ーー 五 ヰじ 乃 部 多 シ ヲ
：；‘ ， 乃 長 テ 度 部鏑至 酸 産 テ 産
十 五 グ 合 Yi ーー 脈八 イじ ス 下 ス

/¥ 蓮 至 h 於
． ． 

七 シ ノ、 十 三』／ 
一

保十 績 テ 九 テ 本度 テ 普坑 叉
ノ 度 セ 一十 本 銑起 真 テ 道最

鏑 東 ズ
服ト 延度

銑 ーー 長 紅 中 一 上． 
脈 f頃 六 類 三 ヲ 勝 テ 部
ア 斜 鎖 ナ 長 ト ス 百 呈 批 ノ、 ナ

11. ;It 脈 Jレ． 一 交 yレ ノー、 ス f、 殆 Jレ
酉 ノ、 百 ノ、 ょを 十』 Jレ 稿 'Y 上

殆 七 石母 米
ル 宅肉 米眼i: 

司告 三－ーノ ド 四
ユ〆 十 英 岩 肱 虞 ヲ・ 石 坑
ド 五 質 ，、 甲高 ソ ヲ 市高 .k 稼 英道
服 度 ー 上十 ノ 異十 ＝＝ー

fr ・ ノ :::. 



' 
鉱ハハ五方 中ヲ化長乃 丁化石
ノ紫通ノュ撞＝産作＝至紫紘シヲ

一鉱洞脹傾 T 存セ用於ー鋭ノテ含
ヨ＝以最グ銑スリ。著テヨ~ 銑赤マ
リ類下モモ ル シモ十ハ先味ズ

ハシハ優束ハモ脈グ大四走ュヲシ

時資頁勢部走斯石上差保向シ帯テ
＝館岩＝＝向 Jレトごナノ北テピ黄
重 鎮上シテ北部シ坑シ鎖七以一銭
品＝ーテハ七分テ道 脹十北見鉱：
石富坑殊南十ユ ハエ鏑ヨ度ノ賞品
ノミハ z 方度テ石ハ脈リ乃毛銅宮

E 百援乙＝乃ハ英褐ハナ至ノ鏑ミ
a'11 分友立傾至服及鎖硫リ八ハト其

ヲ中岩入グ八勢線鏑化＝十紫誤合
産 三＝ヲ 十衰泥及 鋭、 及五批認 :ff
シ十シ中延度フ石輝＝四度ノス寧
十以テ心長束ルヲ銅 富 ノ東~ Jレ百
二上頁ト六傾ヲ認鏑ミ脹傾先コ分
ノユ岩シ百斜通ムヲ叉最耕昌子中

~建中テ米ハ則ル多閃モ甫相ア四
ハシニ東脈六トモグ亜優六首リ五

｜往上テ西幅十~其産鉛勢十ス 十
時部ハ各十五 量シ鱗ナ五ル本＝
金ハ分四五度 少、四及 Fレ度モ鎮： j主
鎖著岐十糎乃 ナノ方モ乃ノ服ス
ヲシ尖五乃至 グ脹鉛各至ナ群 Jレ
日グ誠米至七 一ノ錬脈八ラ中モ
的二セノー十 部上ヲノ十ンノノ
ト式シ間米五 ＝二合走五 十稀
シ富ト最宇度 テ坑ム向度 一ナ
テイじスモ脈＝ ハヨ 殆延 ーラ
採作ルヨ教シ 頁リ上ン長 脹ズ
掘用傾グ十テ 岩ハ部ド六 以。

セヲ向謹二西 ノ＃＝平百 南葉
ラ受ア建ア部 破テテ行米 ノ鍛
レグリスノレ＝ 片よハシ眠 モ鯖

グ モヱテ ヲリニ且幅 ノハ
リ逮餓母ーハ 錯スヨたツ六 ハ柏
ト了質岩間北 豚鎖富延輝 遠酸



ーー 弓云 ＝ュ ト 服 稼 ＝＝」 リ ";z:;¥ 

従時分 主L 甫 七行連
。
再ヱ－ーノ ア フ

1テ 上 治 盛 年 績鏑盛
． 

ー ツ リ セ

漸鏡 ヲ 開 長銑黄銑 リ ス脈銑

次服得陳 韮 鶴 ト ノ

ー－ ノ ペセ 事ノ ，、 鋪 ノ、 云鎖狭ハ

服離
． 
走及走 脹 キ走も， Jレ

（三）
フ

＝鎖合 如 鏡 向 石 向
。

向ノ、 司云

合而グ 鏡 質北英北 石 ノ ;ft 
セ 石 ヱ－ノ 本 ，、 七 ＝＝」 ;"¥ 英 ハ七

t〆 ノ ア 鎖 紫十 富十 質長十
ト 消 同 山 銑度 、、、 度 一ー グ 度
シ長一 ーー 況

遠及 f同頃 叉閃 実傾
三‘／ 連 東

ノ~、-、 ス 名 ノ、 テ 績傾

月 Jレ 稿無 丁科亜斜 黄 セ家ヰ
銑ハ ヲ 教 鉱北鉛北 鎖ザ南

ーー 免 有 ノ ＝七鎖方 八 鏑 ル七

方さ l/ ス 鏑 類十 十 ー ヲ 十

テ ザ Jレ脹 ス 度鉛度 官過度走
そと Jl〆 モ存 Jレ 延i 鏡延 ミ則

亦所 ノ 在 司云 長重長 合ト向

同 一
ノ、 ス !l三／、- 品二 金 ス ノ占、

様 圭ノ 大 Jレ 等十石 百 著 ル十

ノテ鰹モ ヨ 米幅 ヲ七 3‘－ ／ 
赤モ 米眠

傾前＝走 リ 産十 キ

向趨於 向 寅
十コ 泊シ 米脈

ヲ 津幅l

ア セ テ 及 鎖 以匪十
リ Fレ 共鎖 鎖糎長幅 テ ー 五。
ガ走質 烈十 其 糎一ー ノ テ

又如 向等 乏 一 シ 五 酸ハ乃

本 グ 及 ー も〆 脈キ 糎 化脹至

銑末鏑 ヨ グ 一 ヲ 乃 帯幅六
ハ康質 リ 賀 シ 特至 ヲ ノ 十 四

上紘 ヲ フ・ 銅 フ・ 徴九 ＃狭糎

古五 ノ、 均移 鎮：援 ト 十 フ司 キ ー

ー ;ft シ 多 一 友 ス糎 金 .::. ジ

テ 方 グ ノ 富 岩 一一 鏑比 フ・，

ノ、 ーー ス 錬 i‘ ． ヲ 保 ト シ 一一
八進 ト 脈 母 ノ v 定眠
保 ム 雄 群 耳島且三di 鏑 テ 向 ア



』ー

淡好 ナ 特 テ 合 セ 大 ν‘ ’ ヲ 鎖 ヲ ーー

繰 ナ Jレ ー 母 、、、 頁 フ 既 ナ 通漸質見分
色 フ 時康岩網岩 Jレ ... Jレ洞 ヨた ーー Jレ l技
ズ 扶 中 記影地場於

。... ノ、 キ ノ 、 ス． 
モノ ノ占、 弓云 漆 ヲ ＝＝』 干 漣響並カII フー 斯 Jレ

フー 俗 月 責黒 ナ ア 共雌
セ ヲ ιL 1‘ ／ 司云 グ 司云

議 ... 銑銀色 多’ ノ、 Jレ 及下是亦 ノ 通
次青十鏡 一 脈一 中 ガ ポ ーー ー 多 如 洞
岩硯五 ノ アv 幅般 鋪主II ス フ・ 反 少 グ ーー

ト 又 ノ 亦H日' ア 蹟 ． 一－ 床 グ 司云 ノ、 三‘ノ ノ 1k τr 
互 ノ、 目庇 晶 竪 グ 鏑 ノ 本 ノ 金 テ 援 －＇￥－ ノ、

居吾 ノ ヲ 硬母脈 母 山 ハ鏡銅 イじ 註 一
ヲ ケ 如 合融岩 ノ ~仔,, ノ 母石 ni:t 日 ア ... 服
ナ ぜ グ i‘ 密 ト JノIJ ト 鏑岩 ト 位 リ 垂 一。
セ フ 時 コ ナ ノ 離 三‘／ 脈 ノ ヱ‘／ ノ 直 Z口』

」

Jレ ト ーー ト Jレ 境併 フー ~、 種テ 低下 白句 ヱ‘／ 

柔 稿著 多 弓：：－ 界合 最頁類構 採下 底 ーー 紫
軟 ス 三‘／ グ ノ 判常 モ援岩 掘ス 及屡遠銑
ナ Jレ グ 又 一 然 ナ 康治... lレ 末 k
ル淡銅石 テ グ リ グ 友及堪 ヲ 端鏑丁。
弓云 続 ロ口ロ 英 ノ、 フ 設安岩化 ζヱ． 通 ーー 脹銑
ノ 堅位 ー 卯 ザ 脈 連串 Jレ 貝リ Qt ノ 等
ーー 硬 同I 宮酉 Jレ 中 ス 山 成 弓云 ト ヅ 互 ==-
上じ ノ キ 、、、、 銑 司云 ー Jレ 岩分 ノ ヱ、ノ グ 一 於
ス 頁 司云 ，白A.. 七 ノ ノ、 弓t 及等 ナ 金 ー 相 ア
I/ 岩 ノ 銅八 多屡 ノ 石 ナ 乙ノ ノ 従合 司：－

ノ、’ 
ー ア 口口日 及 キ 2主 ノ、 英 リ

． 
合 ピ セ すよ

柏 位 九 角 頁安
。
然 有石 底テ Jレ 司云 ン

佳 ノ、 司云 甚 ノ 』民盤 ；石,, 山 レ 司云 ~ } 一可．
良鎖 一 ヱ‘ノ 脹勢 -II/~ ナ 耳，＿，ヨgf ド 亦 緑 ス 進
ナ 脈般 グ 一

ノ、 ヲ リ。等 司云 下泥 Jレ よる

り ノ ーー 高於 一 ナ 各 鎖底 石 ノ 一。

五
翠 ノ、 カ ア 般 セ 種 脈 "'" 等傾 4位
達 ロロ日 フ 見 一 Jレ ノ ノ 進 ノ 向 τr 

更＝ 位眠
ズ Jレ 良母 岩 1宵 よお 脈 ア 脈． 
ガ 好岩 石 長 一 石 JL- 教

劣勢 叉如 ナ ノ ーー 従及 1ァ ヲ
レ 共柏 グ リ 破 一 更 ア 黄共 i成。
Jレ ーー 粗服 片 匹 一 減 鎖 ーー ズ
司と 良粒幅而 ヲ 胎 重 少鏑共 Jレ、
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等 、y シ 若草 ヲ .l. 金 一 鏑岩 十服 テ
ノ、 時 テ 本 一 想 ノ グ 種 服 ト 石 ー ーー ノ、

既 ノ、 Jin 鏑 三‘〆 ノ、 外 切 ノ ヲ シ英 フ・ テ 往

存鏑 謂 山 ア ヱ‘ノ 事 断網 匹 7・ 安 ノ、 ，、 .k 

セ 床走 ー 且 i‘ 弓云 セ 欣 胎 主 ill 下二 良。
Jレ 生 向 ノ、 ツ 鏑 フ 服 ス 要岩 ニ ョた好
断成 断 叉 脈 克服 L〆 ヲ Jレ テ ノ、 坑宮 ナ

}if- MJJ Jg- 南 教 司と ノ 該 ナ コ Jレ僅道i ｛じ Jレ

一 ノ ヲ 北 ヲ 石 連 岩 ス ト 司E「 一 一 作鏑
ィ官 弓云 ナ 北 i成英 績 脈 司E ア ノ 狭於 用脈
2 ヒ ノ 圭ノ 東 少 文，ι『・ ヲ Eド 石 り ーー ア ノ、 ヲ

銑：鱗 他 若
． 
ゴドス 山 認、 ーー 切 ナ 司云 頁 匹

化床 ノ グ Jレ 岩 メ フ． 津 然 サ2 yレ 向岩 胎
セ 生 一 ノ、 ガ qt ヌf J，、 通 Jレ Jレ 耳μ王' 黒若 ス。
Jレ 成 首〉 東 主日 一 接洞 一 司：－ 脹 色 グ Jレ
弓E ト ノ、 西 キ 鏑却 簡地 卯 石 ト 酸 ノ、 コ
ノ 略鏑 ノ 傾 1民 フ． 部並 酉 切 三ノ 化 凝 1、

ー 同 脈 定 向 ヲ 石 ー 昭 銑 津 τr 鍋 友 ア

三ノ 時 一 向 ヲ 匹 英 ill: 和 ノ 区石 ー炭 岩 リ

ア ノ 奈十 ヲ 有 胎 安 グ 立 四 下切 酸 Eド 正
卯 弓云 J千』宅 有 ：ス ス 山 資坑 ノ 三津安I~ 一 徳
四 ノ ジ ス Jレ Jレ 岩 鱗 ノ 脈 坑 及 等於 及

銑 及 ア Jt- ヲ 場 脈 鏑西 ノ、 卯 赤 ヲ ケ E百
ノー邑、晶 鎖 ゑヰ 多 特合 :H ノ 方 頁 酉津 産 Jレ 来日
月 床 交 数 徴 一 鉱： 細 一ー 岩 銑 一 ス 司云 銑． 
銑生 断 ノ ト 方き 脈 目辰 テ 中 七 産 ノ ノ

ノ占、 成 居 断 ス てr ノ． ー 石 ーー /¥ ス ヨ 七

等後 ヲ ｝量 司と 成 ヨ 英 ア 及 Jレ リ ノ、

ノ、 ノ ナ ア 本 生 リ 安 多 九 ノ 進共
既 一 ス り 岩 後 賞 山 教 ノ 、、、 カ 通。 。
議 種 中 一 カ Hぺ4!. ノ 』辰 ーー ーー 例

セ ア 之 共 ーー 主f 1レ ノ 鏑 ノ ν－ ’ 寸J ナ

七
ー

リ ヲ τr 入 疋...，ゴ 保如 ア 底Jレ 一 、、
． 
時部 頁脈

． 
ガ ノ、 セ ノ グ 分 一
京日 昭 代 ノ、 一 Jレ 岩 一 集 時布 及 安1
iグ 来日 ヨユ 鏑 般 一ー ノ 合 l仁L事 一 甚 ピd llJ ! 
l鏑 銑 ヨ 脹 一 ヨド 破 ユ－〆 ヨ 本 ダ 昭 岩 1

｜床 ノ リ ーー 脈ザ ;o1－鋪 リ 岩狭 華日 ~r. 
！生
七十
テ 平 勢 Jレ ヲ 脹 ナ 中 グ 批 ノ

i成 }!Jj tr －・ 貧 ヤ 合 J、 リ ー 母 ノ 鏑
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石 ーー ザ ＝忌 ヲ 寅 七岩割脈
銀 ーー ヱ‘ノ Jレ 金産主銅 更 及石 ＇ ::. ，，、

密 フー ，、、 ス
ト 鏑閃 ＝ 十奥 接ノ

相頁
金接何 ナ 尾 Jレ シ眼 賞岩
ト =- レ キ 去鎖外亜 ヲ 鉱縄 ス ノ

異随 司云 弓と 揮物 ーー 鉛轄 等面 Jレ 居
リ 仲通特鎖中少鏡方 ジ （四） ＝＝』 ζ＂＇ 細面
硫ジ洞＝ 山共量 テ 其泊服 ＝＝ 

化説地多 ハ重 ノ 鉛鏑 鏡 誼 ，、、 ガ沿

鎖 中 並量 往要重鎮服 例 Fレ 援 ヒ

物盤以 ーー 時 ナ 品 及 ヲ ヲ 断友 ア

一 肌上合金
Jレ 石 赤構 見居岩二

伴 一 一 .l. 山
司云 デ 織成 石 Jレ ::. ノ 米

ヒ 多 多 弓＝－ ト ノ 産鏑 ス
，、A、・ テ 成 学

フ・ グ グ ノ シ 一 ス ーー Jレ
手ノ ノ、 居乃

産 純下 就
． 
シ鉱：

。
頁面至ノ、 テ

ス 石部再稼キ 此 フー 物 岩 一 一一一
Jレ英 ーー 盛行弐外以 一 ト 泊米
弓E 脹 ア

本銑
セ 一 二上就 安 ヒ 移

ノ Iド ノ、 フ 其次 ノ テ 山 階勤
、 Z包
合 銑 レ大 富 外観 岩段 ミノ

如 ノ、 金六 グ 要 鎖 多 JI〆 ト -Ilk赤
グ 金 著 月 Jレ ヲ 帯 少 ーー ノ 一 津
十 ヲ 乙ノ 銑 モ鴻 中 ノ 鏑 境 滑医

高 産 グ 一 ノ
，、4、・
ーー 金石 界 リ 上

分 ス 低 四 ーー 三／ ハ銀 ト ；：：：与 落 二． 
代 Jレ 下及 手ノ 果多 ヲ ヱ‘ノ 存 チ ~t 
ノ コ ス ノー、 テ 多合 テ ス グ 中

合 ト
． 
各ノ ノミ最 Jt- yレ 部

銀ハ金末脈脈 ニ脹＂！：：－ 司E ヲ 立
ハ寧ハ ト 次石 普 ノ 見 入

各 ロ 鏑蹟 弓云 生 ト 通 最 Jレ南

大，
所稀脈銑 多 鏑 シ ナ 司云 端
ノ ナ 中 四 少 物 フー Jレ 箸後 ーー

鏡 リ ノ 五 ノ ア ノ、 弓云 v 者 7・． 
服 キ占 及金 リ石 ノ グ 自P ノ、

ー 土六 ヲ 今義長
昭 チ 遠

認、 欣 ノ 合 来日 異丁

メ 緑眠有 本泥鍛 銑種銑

フ 泥等 セ 山 石 鏑 ノ ノ ート



ノ 縞 逢 J:: ア 葉 ヲ ヲ Jレ

批 ノ、 欣赤 カ 方 一ー ’ 
閃 鱒示葺 ナ 茸 、． 

、輸往構鍾 鉛多
． 
E 鏑 鎮 シ銅一 ス 弓云

銅 ,le 遺錨 少鎮 工‘ノ 大鉛 ヲ 司云 鋸 テ 鎮如。
鑑賞 ヲ ナ ナ 錯合 ノ 産 イ司
織 ナ ノ、 シ ノ、 Jレ 、、、 ア ノ、 ス J、 ナ

鏑
。
塊 赤 リ。最 本ノ、 ミノ 鶴 司云 ，、 Jレ Jレ

帯 及 ア 友 扶 ノ 掲津 司云 司云 鏑形

紅葉 産色 叉 ノ、 色 匡六 普稀 山 ー
織銅 ス 叉 ノ、 笹 又紫面通 ー 一 ア
友鎖

。
鉱瞳 耳 於存ノ、 ノ占、 八 ノ、 一

色 ヨ 金 !ti~ 面 糎黄 ノ 五 産 F甘 ケ 在
ノ リ 及色 鰻 ヲ 禍粘 角 ス 双 Jレ ス

結 ナ 緑 ノ 結 超色 土 十 Jレ 品 最 Jレ
品 レ 泥 雲 晶 .;2. 不質 一 又 司云 ヤ一 司云。

透議面 重 明ト Jレ 石 母 ヲ ノ ノ、

ミ〆 鎖 下 -!ti~ ナ 玉 明友瞳 ーー 四 要 カ
テ 脈 随結 シ ト ー 岩 ヲ シ 面 ナ ナ
僅 ヲ 伴 晶 閃 ヱ！－＇ ~ ’ ヨ 普 テ 樫 Jレ フ
＝＝ー 貫 ス ヲ 亜 テ テ l) 通 多 式銅 ズ。
赤 グ Jレ ナ 鉛 卯 多 産 ト グ 車鎖
溝 ＝， 司と ヱ‘ノ 鎖 酉 グ ユー／ ス ノ、 晶 石 因． 
直 或

枇正 塊十1/1:
ト ノ ーー グ 塊 ト ー ー

ヨ －ァ ノ、 ノ、 伴 Jレ 紫；lk ヱーノ ヱ‘ノ 本
リ リ概粘 ア 徳 ヲ 司と

遠銑
又 τr フ司 山

産 不 土 産 鉱 ナ ノ ノ、 産寅 ノ
ス 盤 ・Ilk ス 及 ス ノ、 丁粒 ス 鯨方
Jレ 肌 緑 Jレ 末 弓と 径銑 -Ilk ル鏑鉛
ノ 一 泥 司云 庚八 四 ノ占、 ヲ コ ト 鮪
、、、 治 石 同 能面 糎 月 ナ ト 密 中． 

ヒ 及 亜 一ー 鶴 ＝ 卯銑 ス ア 接 ー
石 金 多色 佐可企包. 式 法 P 弓と l) 一

j，、
． 

英 ト 鎖 ス ノ シ 酉 時 陪通
ト f宇 ー Jレ 結 グ 銑 ＝忌 伴常

。
縞 ヒ 上b 弓と 晶 リ ノ、 明 手〆 銀
j伏或 ス 就 ヲ ト 特 ナ 一分
ヲ ノ、 レ 中 ナ ~ ー Jレ 般 ヲ
ナ 石 2、．、 通 ス フ 多 結 ー 合． 
ス 英 其 洞 司云 グ 晶 塊 ．守

司云 ト 量 以． ノ ノ 形 却t ズ． 



生銅帯米 七 ヲ 三五 大 リ

自 鎮鋪 本方重 緑髄 」成m唱

。
ーー ノ ナ 石

然 物
「、

B!f¥ 山 解晶 γ 泥 ヲ 批結英ノ、 ヱ‘ノ 乙〆

銅 ヲ リ ア テ ノ 一 石石或石産等 晶
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The Osaruzawa Mine 

By 

KAMEKI KINOSHITA, Geologist. 

(Written in October, 1931) 

The Osaruzawa mine is situated about three 

kilometres west of Hanawa ( 40。11'N, 140。48'E) 

in the Prefecture of Akita. The mine district is com-

posed chiefly of an alternation of the Tertiary green 

tu任 andsiliceous shale, intruded by igneous rocks such 

as plagio-liparite, dacite and propylite. Innumerable 

veins occur in this district. They are occasionally 

found in propylite and dacite, but most of them occur 

in the Tertiary sedimentaries, particularly in the 

siliceous shale. ’1、heveins now being prospected or 
worked, are more than 180 in number. These veins 

may be classified into (1) the veins striking N-S, 

(2) the veins striking NE-SvV, and ( 3) the veins 

striking E-W. Suehiro-hi, Rokugatsu-hi, Manzai七i'

and Gohondoi-hi vein groupョbelongto the first class ; 

Oku・hi,Daikoku・hi,Taisei-hi and Shinsei-hi vein groups 

to the second ; and Hon-pi, Shotoku・hi, Shδwa-hi, 

Utori-hi, Eikyu-hi, Murasaki-hi, Enchδ－hi, Shichinen・hi,

Saisei-hi, and Nansei-hi vein groups to the third. 

Their strikes, dips, lengths and widths are shown in 

the following abbreviated table. 



一－ 2一一一
一一一－ Name of !Number! ，一－ I ~ ： 

I c . I Strike f Dip 1 Lengthi Width 
n group /OI vems/ 1 I I 

V I Su悶ehiro-hi I 13 ' N-S I W 7刊5•! 7初叫15-lSOcm
eins J Rokt atsu-hi J 14 i N-S " i 360 i 25-300 
Striking I Manzai-hi I 5 1 N-S , W 60° , 300 1件 100
汗 S I Gohond山 ｜ 8 i N20° ~ I W 6円引3印 i10-200 
, Olm-hi I 7 i N 30・EINW7ぴ叫 3明 m！削SOcm

Veins I Daikoku-hi I 4 I N 6ゲ EimV65°咽，•＼ 300 I 
Striking ¥ Taisei-hi I 14 ！ ” ！ SE 1s・-so・・I360 : 15-250cm 
NE-SW I Shin叶 hi ¥ 14 1 ~ 3ぴ EjSE5小引m 片山 m

' H~~－－~「 よ l示…！~~~知~i~400cm
Shδtoku-hi I 14 1 N 7ぴWI N 80。i150 i 15・600
Shδwa-hi I 16 1 N 80。E N 80・i300 I 12-600 

v ・ I Utori-hi J 17 i N 7ぴElN 75°-8ぴi300 I 25-200 ems 1 1 
I Eikyii-hi i 18 i N 70° F.; N 45・＇180 12-300 

Striking I Mura副主i・hi i 14 ' N so・ E[ s日0-85°1600 1 6-100 
E・W I EnchO・hi I 12 i N 75・E:Nor S 70° 600 ' 15-150 
I Shichinen-hi i 2 ! N 80° E: N 80° 1 270 , 15・明1
I Saisei-hi l 2 N 70'・E: S 70° 60 : 15-60 
i Nansei-hi I 1 i N 7ぴW' Sげ：60：ぬ

The veins have been exploited from the outcrops 

to the bottom level as deep as 250 metres, and arc 

expected to continue still deeper. 

They are of quartz copper or chlorite copper type. 

The former consists mainly of chalcopyrite, pyrite and 

quartz, with galena and zincblende in small quantities, 

and the latter is formed of the same sulphides just 

named but contains chlorite and micaceot1s hematite 

as vein stuff. 

；ー C叩 r ! 

Prodnction in 1925 l 231,320,471 kg. i 500,358 kg. 
1926 I 217,095,450 I 483,025 
1921 I 211,380，侃0 449,951 
1928 ' 250,006,646 : 370,2卯
1929 i 300,748,410 434,134 
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